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アルコールチェックの義務化対応は完了していますか？

■ 酒気帯びの有無の確認をアルコール検知器を
　 用いて行うこと

■ 運転前後の運転者の状態を目視等で確認すること

■ 記録を 1 年間保存すること

■ アルコール検知器を常時有効に保持すること

利用中の検知器は「なりすましや不正ができる環境」ではないですか？

酒気帯び確認の内容の記録 8項目
■ 確認者名
■ 運転者名
■ 運転者の業務に係る自動車の自動車登録番号
　 又は識別できる記号、番号等
■ 確認の日時
■ 確認の方法
■ 酒気帯びの有無
■ 指示事項
■ その他必要な事項

■ 記録上は 0.00mg/L が並んでいるのに、検知器
　 の使用履歴を確認すると０回だった。

■ リアルタイム確認ができずに、検知漏れに
　 後から気づいた。

一元管理で負担を軽減！連携拡張でさらに便利に。

ドライバーの事例 管理者の事例

■ 安価な検知器だからか、
　 息を吹きこまなくても検
　 知ができてしまった。

■ 紙で保管しているため、　
　 提出を求められたが即時
　 対応ができなかった。

0回

アルキラーNEXとトヨタモビリティポータルで
一元管理しませんか？

検知データを含む
義務化8項目が

自動反映
＋

車両管理、運行管理
※顔写真等一部データは連携対象外

息を吹き込むだけで 「いつ、どこで、
だれが」 検知したかひと目で分かる
アルコールチェックシステム。

トヨタのテレマティクスサービスを導
入している場合、運転日報自動生成
＋アルコールチェックの一元管理が
可能。
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アルコールチェックデータと運転日報データを取得 データの自動連携で一元管理

https://mobility.toyota.jp/leasing/service/alcohol-check/?padid=ag569_from_top_mv_alcohol-check

管理者は個別の管理サイトを確認する必要がなくなり、
運転日報とアルコール検知義務化 8項目も併せて一元管理
することができます！

検知から管理・保守まで
一貫したシステムで業務改善を実現
■ 簡単操作 30 秒で確実にデータ送信
■ 検知漏れ防止など便利な機能多数

1 台を複数人（10 人程度）利用できる据置版もあります！
例：直行直帰 10 人、事務所で検知 10 人の場合、アルキラー NEX10 台、アルキラー Plus 据置版 1 台で運用

検知データ／点呼データ／
各種アラート／検知器メンテ
ナンス／検知器シリアル番号

日時／場所／検知中写真／
アルコール検知量／社員情報／
ワンタイムパス結果／顔認証結果

0.000mg/L

管理画面で確認アプリで検知

業務形態に
合わせた運用も

走行情報・車両位置情報など取得
したデータを吸い上げ分析・処理
運行ルート／運転特性／危険運転
・危険地点確認

アプリを起動し、スマホ画面を
確認しながら検知器に息を吹き
込むと、自動でデータ送信

トヨタモビリティポータルに運転日報とアルコール
検知結果が自動で連携

アルコールチェックシステム アルキラーNEXの詳細はこちら

トヨタモビリティポータルとの連携

アルキラー NEX 導入のメリット

アルキラーNEX

トヨタのテレマティクスサービス 詳細はこちら


